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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 19,605 △3.9 △287 ― △271 ― △249 ―

2021年3月期第3四半期 20,407 △17.7 37 △90.3 38 △90.3 △150 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　△224百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　3百万円 （△98.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 △163.18 ―

2021年3月期第3四半期 △98.67 ―

（注）前第3四半期連結累計期間の経営成績のうち、営業利益及び経常利益は新型コロナウイルス感染症の影響により、一部の生産拠点において、操業停止

　や縮小を行った期間の製造固定費（労務費、減価償却費等）227百万円を感染症関連損失として特別損失へ振替えた後の数値となっております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 15,627 2,827 17.3

2021年3月期 14,551 3,053 20.0

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 2,704百万円 2021年3月期 2,906百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― ― ― 0.00 0.00

2022年3月期 ― ― ―

2022年3月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,700 △2.1 △400 ― △400 ― △420 ― △274.80

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 1,686,154 株 2021年3月期 1,686,154 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 157,837 株 2021年3月期 157,744 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 1,528,397 株 2021年3月期3Q 1,528,518 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、

四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
　

当第３四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年12月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの

ワクチン接種の普及に伴い、経済活動・個人消費に持ち直しの動きがみられ、今後も段階的な景気の回復が期待さ

れている一方、冬場に向けて変異株の国内再拡大も懸念されており、経済環境は依然として先行き不透明な状況が

続いております。

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、昨年９月に緊急事態宣言が解除されたことで人流が増加し、

来店型事業における包装資材の需要に一定の回復が見られたものの、コロナ前の水準までの回復には至っておらず、

原材料・物流コストの高騰、円安進行といった外部環境による影響もあり、非常に厳しい状況で推移いたしまし

た。

また、プラスチック製レジ袋の有料化から１年以上が経過し、当社グループの主力製品であるレジ袋の販売規模

縮小に底打ち感が見えてまいりました。今後は、環境に配慮した素材やプラスチック製包材の紙化提案といった販

促活動を推進し、ＥＳＧやＳＤＧｓといった環境対策に取り組むお客様とともに、循環型経済社会の実現を目指し

ます。

　このような環境のもと、2021年６月30日に当社グループの中期経営計画『次世代パッケージ企業への転換』を公

表いたしました。『環境対応と成長基盤確立のための３ヵ年～本気の変革～』を基本方針とした事業構造改革の初

年度として、「コスト削減」、「不採算事業の改善」、「新規事業の発掘」、「業務フローの効率化」、「組織・

人員の見直し」などに取り組み、引き続き環境戦略の強化、構造改革の徹底及び事業の見極めに努めてまいりまし

た。当期においては、レジ袋を生産するグループ会社の操業停止とそれに伴う固定資産の売却及び人員整理を実施

し、収益性の改善及び経営資源の効率的な活用を図るとともに、不採算拠点の閉鎖による固定費の削減を推進して

まいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は19,605百万円（前年同四半期比3.9％減）、営業損失287百万

円（前年同四半期は営業利益37百万円）、経常損失271百万円（前年同四半期は経常利益38百万円）、親会社株主に

帰属する四半期純損失249百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失150百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、各セグメントのセグメント利益（営業利益）は、９ページ「セグメント情報」に記載のとおり、各セグメ

ントに配分していない全社費用465百万円を配分する前の金額であります。

「紙製品事業」

紙製品事業につきましては、得意先の需要が営業再開により回復したことなどから、主力の角底袋、手提袋及び

紙器の販売数量・金額が増加し、売上高は前年同期に比べ787百万円増加して8,442百万円となりました。セグメン

ト利益（営業利益）は生産数量増加により生産利益が増加、仕入品の粗利益額も増加し、加えて経費削減により販

売管理費が減少したことから、前年同期に比べ309百万円増加して315百万円となりました。

「化成品事業」

化成品事業につきましては、レジ袋有料化などの環境対応の影響により得意先の需要が大きく減少し、またグル

ープ会社の操業を停止したことなどから、主力のレジ袋、ポリ手提袋及びポリ宅配袋の販売数量・金額が減少し、

売上高は前年同期に比べ1,830百万円減少して5,944百万円となりました。セグメント損益（営業損益）は売上高減

少に加えて原材料価格上昇等により粗利益額が減少し、販売管理費が減少したものの、前年同期に比べ637百万円減

少して238百万円の損失となりました。

「その他事業」

その他事業につきましては、Ｓ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を主たる事業として展開して

おりますが、得意先の需要が営業再開により回復したことなどから、売上高は前年同期に比べ241百万円増加して

5,218百万円となりました。品目ごとの販売構成では、包装用品、清掃用品、ファーストフード資材、販売用品及び

ＳＶＳ商品が増加する一方で、ギフト用品が減少しております。セグメント利益（営業利益）は粗利益額が増加し

たものの、販売管理費が増加したことから、前年同期に比べ43百万円減少して101百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明
　

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,076百万円増加して15,627百万円とな

りました。流動資産は、未収入金が100百万円減少した一方、現金及び預金が535百万円増加、受取手形及び売掛金

が1,315百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ1,767百万円増加の11,150百万円となりました。

固定資産は、設備投資等により98百万円増加した一方、有形固定資産の売却及び除却で431百万円減少、減価償却で

249百万円減少、投資有価証券の時価評価差額が48百万円減少、繰延税金資産が51百万円減少したことなどにより、

前連結会計年度末に比べ690百万円減少の4,477百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,302百万円増加して12,800百万円となりました。これは、リース債務が72

百万円減少、役員退職慰労引当金が85百万円減少した一方、支払手形及び買掛金が1,007百万円増加、電子記録債務

及び設備関係電子記録債務が175百万円増加、未払金及び設備関係未払金が72百万円増加、短期借入金及び長期借入

金が221百万円増加したことなどによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ225百万円減少して2,827百万円となりました。これは、利益剰余金が親

会社株主に帰属する四半期純損失計上により249百万円減少したことなどによるものであります。この結果、自己資

本比率は、前連結会計年度末の20.0％から17.3％になりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
　

2022年３月期の通期業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間における業績を勘案し、2021年５月14

日に公表いたしました業績予想を修正しております。

また、未定としておりました配当予想につきましては、業績予想を鑑み、誠に遺憾ながら無配を見込んでおりま

す。当社は現在、抜本的な構造改革の進行中であり、グループ全体の収益体質の改善を推進することで、来年度以

降の黒字化を達成し、復配に向けた財務体質の強化を目指してまいりますので、何卒ご理解と引き続きのご支援を

賜りますようお願い申し上げます。

詳細につきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正及び特別損失の計上並びに配当予想に関するお知

らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,590 2,126

受取手形及び売掛金 4,063 5,379

電子記録債権 867 813

商品及び製品 1,899 1,995

仕掛品 226 263

原材料及び貯蔵品 456 387

その他 281 184

貸倒引当金 △3 －

流動資産合計 9,383 11,150

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,135 4,465

減価償却累計額 △5,201 △3,755

建物及び構築物（純額） 934 710

機械装置及び運搬具 9,620 8,871

減価償却累計額 △8,775 △8,162

機械装置及び運搬具（純額） 845 709

土地 826 644

リース資産 564 556

減価償却累計額 △300 △329

リース資産（純額） 264 227

建設仮勘定 4 51

その他 704 669

減価償却累計額 △640 △618

その他（純額） 63 51

有形固定資産合計 2,939 2,394

無形固定資産

電話加入権 15 15

リース資産 6 4

その他 61 31

無形固定資産合計 82 51

投資その他の資産

投資有価証券 1,296 1,250

破産更生債権等 0 0

事業保険金 83 84

差入保証金 126 125

退職給付に係る資産 451 446

繰延税金資産 125 74

その他 63 51

貸倒引当金 △1 △0

投資その他の資産合計 2,146 2,032

固定資産合計 5,168 4,477

資産合計 14,551 15,627
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,748 3,755

電子記録債務 2,303 2,557

短期借入金 1,559 1,563

リース債務 96 98

未払金 427 492

未払法人税等 34 34

未払消費税等 32 48

賞与引当金 166 108

設備関係電子記録債務 80 1

設備関係未払金 3 11

その他 146 218

流動負債合計 7,597 8,891

固定負債

長期借入金 2,547 2,765

リース債務 465 390

繰延税金負債 17 －

役員退職慰労引当金 134 48

退職給付に係る負債 735 703

固定負債合計 3,900 3,909

負債合計 11,498 12,800

純資産の部

株主資本

資本金 1,374 1,374

資本剰余金 1,457 1,457

利益剰余金 268 19

自己株式 △263 △263

株主資本合計 2,837 2,587

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 68 34

為替換算調整勘定 △1 62

退職給付に係る調整累計額 2 19

その他の包括利益累計額合計 69 116

非支配株主持分 147 123

純資産合計 3,053 2,827

負債純資産合計 14,551 15,627
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 20,407 19,605

売上原価 16,553 16,255

売上総利益 3,854 3,349

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 1,935 1,803

給料及び手当 1,207 1,161

賞与引当金繰入額 61 56

退職給付費用 57 54

賃借料 131 128

旅費及び交通費 56 50

その他の経費 367 382

販売費及び一般管理費合計 3,817 3,636

営業利益又は営業損失（△） 37 △287

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 34 34

貸倒引当金戻入額 － 3

持分法による投資利益 29 28

受取賃貸料 11 8

作業くず売却益 1 1

受取保険金 3 16

その他 12 19

営業外収益合計 92 113

営業外費用

支払利息 71 76

為替差損 9 11

賃貸費用 5 4

貸倒引当金繰入額 0 －

その他 5 5

営業外費用合計 91 97

経常利益又は経常損失（△） 38 △271

特別利益

固定資産売却益 － 408

投資有価証券売却益 6 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 10

助成金収入 131 51

特別利益合計 138 470

特別損失

固定資産除却損 6 4

固定資産売却損 － 11

リース資産除却損 － 1

投資有価証券評価損 110 －

事業構造改革費用 － 406

感染症関連損失 227 －

特別損失合計 344 423

税金等調整前四半期純損失（△） △168 △224

法人税、住民税及び事業税 30 18

法人税等調整額 △57 40

法人税等合計 △27 58

四半期純損失（△） △141 △283
非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

9 △33

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △150 △249
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純損失（△） △141 △283

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 137 △33

繰延ヘッジ損益 △1 －

為替換算調整勘定 △1 79

退職給付に係る調整額 20 17

持分法適用会社に対する持分相当額 △10 △4

その他の包括利益合計 144 58

四半期包括利益 3 △224

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △5 △202

非支配株主に係る四半期包括利益 9 △22
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、有償支給取引において、従来は支給品について棚卸資産の消滅を認識しておりましたが、買戻し契

約に該当する取引については消滅を認識しないことといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高へ

の影響も軽微であります。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,655 7,775 4,977 20,407 ― 20,407

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 7,655 7,775 4,977 20,407 ― 20,407

セグメント利益 5 399 145 549 △512 37

（注） １．セグメント利益の調整額△512百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

8,442 5,944 5,218 19,605 ― 19,605

外部顧客への売上高 8,442 5,944 5,218 19,605 ― 19,605

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 8,442 5,944 5,218 19,605 ― 19,605

セグメント利益又は損失(△) 315 △238 101 178 △465 △287

（注） １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△465百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

この結果、当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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（重要な後発事象）

（希望退職者の募集）

当社は、2022年１月11日開催の取締役会において、下記のとおり希望退職者の募集を行うことを決議いたしまし

た。

１．希望退職者募集の理由

当社を取り巻く環境は、レジ袋有料義務化や新型コロナウイルス感染拡大による影響により、厳しい経営環境が続

いております。

こうした状況の中、グループ会社の操業停止及び徹底したコスト削減に取り組んでまいりましたが、更なるビジネ

ス基盤の抜本的改革が必要であると判断し、事業規模に応じた人員の適正化を図るため、希望退職者の募集を行うこ

とといたしました。

２．希望退職者募集の概要

　（1）対象者 ： 2022年２月28日時点で満50歳以上59歳以下の正規社員及び満60歳以上64歳以下の定年再雇用社員

（１年契約更新者）

　（2）募集人数 ： 40名程度

　（3）募集期間 ： 2022年１月24日～2022年２月４日

　（4）退職日 ： 2022年２月28日

　（5）優遇措置 ： 会社都合扱いの退職金に加え、特別加算金を支給する。

　 希望者には再就職支援会社を通じた再就職支援を行う。

３．損益に与える影響

今回の希望退職者募集に伴い発生する特別加算金等の費用は、想定どおり応募があった場合は約74百万円を見込ん

でおり、2022 年３月期決算において特別損失として計上する予定です。なお、当該損失については、本日公表いたし

ました「業績予想の修正及び特別損失の計上並びに配当予想に関するお知らせ」における通期業績予想に反映いたし

ております。

　


